
様式１

採択年度 整理番号

Global Health Elite Programme for Building a Healthier World

ロンドン大学衛生・熱帯医学大学院（LSHTM），北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター，帯広畜産大学原虫病
研究センター，東京大学医学系研究科，国立国際医療研究センター（NCGM），国立感染症研究所，国際協力機構
（JICA），シスメックス株式会社，塩野義製薬株式会社

連合大学院
共同教育課

程 8名

11 連携先機関名（他の大学、民間企業等と連携した取組の場合の機関名）

８
学生の所属する
専攻等名

【以下，すべての研究科・専攻は長崎大学】
多文化社会学研究科多文化社会学専攻,経済学研究科経済経営政策専攻，経済学研究科経営意思決定専
攻，工学研究科総合工学専攻，工学研究科生産システム工学専攻，工学研究科グリーンシステム創成科学
専攻，水産・環境科学総合研究科水産学専攻，水産・環境科学総合研究科環境科学専攻，水産・環境科学
総合研究科環境海洋資源学専攻，医歯薬学総合研究科保健学専攻，医歯薬学総合研究科災害・被ばく医療
科学共同専攻，医歯薬学総合研究科医療科学専攻，医歯薬学総合研究科新興感染症病態制御学系専攻，医
歯薬学総合研究科放射線医療科学専攻，医歯薬学総合研究科先進予防医学共同専攻，医歯薬学総合研究科
生命薬科学専攻，熱帯医学・グローバルヘルス研究科グローバルヘルス専攻，熱帯医学・グローバルヘル
ス研究科長崎大学－ロンドン大学衛生・熱帯医学大学院国際連携グローバルヘルス専攻，プラネタリーヘ
ルス学環，総合生産科学総合研究科総合生産科学専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

9 連合大学院又は共同教育課程による実施の場合、その別
※ 該当する場合には○を記入

10 本プログラムによる学位授与数（年度当たり）の目標
※補助期間最終年度の数字を記入してください。

次に関連の深い区分
（小区分）【任意】

54030 感染症内科学関連

７
授与する博士学
位分野・名称

博士（グローバルヘルス），博士（医学），博士（歯学），博士（薬学），博士（学術），博
士（工学），博士（環境科学），博士（水産学）,博士(経営学)，博士（薬科学），博士（公衆
衛生学），博士（情報データ科学）

プログラム責任者
      ふりがな きた　きよし

氏名（職名） 北　潔　　（長崎大学大学院　熱帯医学・グローバルヘルス研究科長）

衛生学および公衆衛生学分野関連：実験系を含む

次に関連の深い区分
（大区分）【任意】

I

次に関連の深い区分
（中区分）【任意】

54 生体情報内科学およびその関連分野

６ 主要区分

最も関連の深い区分
（大区分）

I

最も関連の深い区分
（中区分）

58 社会医学、看護学およびその関連分野

最も関連の深い区分
（小区分）

58020

５ 設定する領域

最も重視する領域
【必須】

②社会において多様な価値・システムを創造するような、文理融合領域、学際領域、新領域

関連する領域（１）
【任意】

なし

関連する領域（２）
【任意】

なし

関連する領域（３）
【任意】

なし

２ 全体責任者
（学長）

※ 共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学（連合大学院によるもの
の場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

 　  ふりがな ながやす　たけし

氏名（職名） 永安　武　（長崎大学長）

卓越大学院プログラム 事後評価調書　プログラムの基本情報 [公表。ただし、項目12、13については非公表]

機関名 長崎大学 平成30年度

１

プログラム名称 世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム

英語名称

ホームペー
ジ（URL）

https://www.wise.nagasaki-u.ac.jp/

1814

４
プログラム

コーディネーター

  　　ふりがな ありよし　こうや

氏名（職名） 有吉　紅也（長崎大学 熱帯医学研究所 教授）

３

（【1814】機関名：長崎大学　プログラム名称：　世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム）
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[公表]

プログラム担当者一覧             
※「年齢」は公表しません。

（プログラム責任者）

病害動物学 研究指導（病害動物学） 319 皆川　昇 ﾐﾅｶﾜ ﾉﾎﾞﾙ
長崎大学・熱帯医学研究所・教
授

PhD

1

18 金子　聰 ｶﾈｺ ｻﾄｼ
長崎大学・熱帯医学研究所・教
授

博士（医
学）

疫学・情報学
講義（社会起業論），研究指
導（疫学・情報学） 3

講義（疫学，統計学），研究
指導（生物統計学，環境疫
学）

0.5

17 金子　修 ｶﾈｺ ｵｻﾑ
長崎大学・熱帯医学研究所・教
授

博士（医
学）

寄生虫学・マラ
リア分子生物
学・集団遺伝学

講義（病原微生物学II（病原
性原虫）），研究指導（寄生
虫学・マラリア分子生物学・
集団遺伝学）

生物統計学
講義（疫学，統計学），研究
指導（生物統計学，環境疫
学）

0.5

16 Xerxes Seposo Tesoro
ｻｰｸｾｽ ｾﾎﾟｿ ﾃ
ｿﾛ

北海道大学大学院・医学研究院
社会医学分野・准教授

PhD
Environment
al
Epidemiolog
y

環境疫学

15 Chris Ng Fook Sheng
ｸﾘｽ ｳﾝ ﾌｯｸ
ｼｪﾝ

東京大学大学院医学系研究科
国際保健学専攻国際社会医学講
座・准教授

博士(保健
学)

1.5

14 佐藤　美穂 ｻﾄｳ ﾐﾎ
長崎大学大学院・熱帯医学・グ
ローバルヘルス研究科・准教授

博士（医
学）
修士（公衆
衛生）

衛生学・公衆衛
生学

講義（ヘルス・プロモーショ
ンⅠ・Ⅱ，社会調査（質
的），混合研究法），研究指
導（衛生学，公衆衛生学）

2

研究指導（リプロダクティブ
ヘルス・母子保健学） 1

13 増田　研 ﾏｽﾀﾞ ｹﾝ
長崎大学大学院・熱帯医学・グ
ローバルヘルス研究科・准教授

博士（社会
人類学）

医療人類学
講義（医療人類学），研究指
導（医療人類学）

12 松井　三明 ﾏﾂｲ ﾐﾂｱｷ
神戸大学大学院・保健学研究
科・教授

博士（医
学）

リプロダクティ
ブヘルス・母子
保健学

11 平山　謙二 ﾋﾗﾔﾏ ｹﾝｼﾞ
長崎大学大学院・熱帯医学・グ
ローバルヘルス研究科・教授

博士（医
学）

10 由井　克之 ﾕｲ ｶﾂﾕｷ

長崎大学大学院・医歯薬学総合
研究科・教授
長崎大学大学院・熱帯医学研究
所・特命教授

医学博士 感染免疫学

研究指導（Clinical
Medicine & Epidemiology） 2

8 相賀　裕嗣 ｱｲｶﾞ　ﾋﾛﾂｸ
長崎大学大学院・熱帯医学・グ
ローバルヘルス研究科・教授

保健学・博
士

国際保健政策学

7 Christopher Smith ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ｽﾐｽ
長崎大学大学院・熱帯医学・グ
ローバルヘルス研究科・教授

PhD

免疫遺伝学
講義（免疫学，バイオテクノ
ロジー），研究指導（免疫遺
伝学）

1

講義（免疫学），研究指導
（感染免疫学） 1.5

1講義（開発援助）
国内外実務経験
（大洋州、農村
開発）

修士(水産
学)

長崎大学大学院・熱帯医学・グ
ローバルヘルス研究科・教授

3

6 Sharon Cox ｼｬﾛﾝ ｺｯｸｽ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・客員准教授

PhD

Nutrition and
Infection,
Maternal and
child healtth

講義（疫学・統計学・栄
養），研究指導（Nutrition
and Infection, Maternal
and child healtth）

2

講義（グローバルヘルス・ヘ
ルスプロモーション），研究
指導（人類生態学・熱帯公衆
衛生学）

2

5 神谷　保彦 ｶﾐﾔ ﾔｽﾋｺ
長崎大学大学院・熱帯医学・グ
ローバルヘルス研究科・教授

博士（医
学）

小児保健・
緊急援助

講義（グローバルヘルスⅠ，
小児保健，緊急援助），研究
指導（国際地域保健学，保健
政策・マネジメント関連）

ﾄｵﾔﾏ　ﾀｶｼ遠山　峰司9

講義（グローバルヘルス・保
健システム・食糧安全保障と
栄養），研究指導（保健シス
テム・保健政策）

2

Clinical
Medicine &
Epidemiology

言語学,教科教
育学

卓越大学院運営委員長 1

4 門司　和彦 ﾓｼﾞ ｶｽﾞﾋｺ
長崎大学大学院・熱帯医学・グ
ローバルヘルス研究科・教授

保健学博士
人類生態学・
熱帯公衆衛生学

3 中村　典生 ﾅｶﾑﾗ　ﾉﾘｵ
長崎大学・教学担当理事・教務
担当副学長

修士(教育
学)

2 有吉　紅也 ｱﾘﾖｼ ｺｳﾔ
長崎大学・熱帯医学研究所・教
授

医学博士

（プログラムコーディネーター）

臨床熱帯医学

プログラムコーディネー
ター，学位プログラム改革委
員，卓越大学院運営委員，グ
ローバルヘルスプログラム運
営委員，卓越合同学務委員，
講義（熱帯医学基礎，病原微
生物学，臨床熱帯医学），研
究指導（臨床熱帯医学）

3

1 北　潔 ｷﾀ ｷﾖｼ
長崎大学大学院・熱帯医学・グ
ローバルヘルス研究科・研究科
長

薬学博士
寄生虫学,生化
学

プログラム責任者，事業統括
マネジメント，学位プログラ
ム改革委員，卓越大学院運営
委員，グローバルヘルスプロ
グラム運営委員，講義（病原
微生物学III）研究指導（寄
生虫学・生化学）

3

現在の専門 役割分担 ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

14

番号 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

（【1814】機関名：長崎大学　プログラム名称：　世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム）
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[公表]

卓越合同学務委員，研究指導
（Mathematical Modeling,
Epidemiology）

0.5

Vaccinology,
Immunology,
Pediatrics

研究指導（Vaccinology,
Immunology, Pediatrics） 0.5

45 John Edmunds ｼﾞｮﾝ ｴﾄﾞﾓﾝｽﾞ
ロンドン大学衛生熱帯大学院・
疫学集団健康研究科・教授

PhD
Mathematical
Modeling,
Epidemiology

44 Beate Kampmann ﾋﾞｱﾃ ｶﾑﾝﾌﾟﾏﾝ
ロンドン大学衛生熱帯大学院・
MRCガンビア研究拠点・教授・ワ
クチン免疫部門長

PhD

0.5

43 Brian Greenwood
ﾌﾞﾗｲｱﾝ ｸﾞﾘｰﾝ
ｳｯﾄﾞ

ロンドン大学衛生熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

医学博士 熱帯医学 アドバイザー 0.5

アドバイザー 0.5

42 Anne Mills ｱﾝ ﾐﾙｽﾞ
ロンドン大学衛生熱帯大学院・
公衆衛生・政策研究科・教授・
副学長

PhD
Public Health,
Health
economics

アドバイザー

Genetic
epidemiology,P
harmacoepidemi
ology,Epidemio
logy

アドバイザー 0.5

41 Peter Piot ﾋﾟｰﾀｰ ﾋﾟｵｯﾄ
ロンドン大学衛生熱帯医学大学
院・前学長

医学博士
熱帯医学・ウイ
ルス学

40 Liam Smeeth ﾘｱﾑ ｽﾐｰｽ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・学長

Medicine・
PhD

0.5

39 森保　妙子 ﾓﾘﾔｽ ﾀｴｺ
長崎大学・グローバル連携機
構・助教

博士（医
学）

寄生虫学・熱帯
医学・行動経済
学

研究指導（寄生虫学，熱帯医
学，行動経済学） 0.5

研究指導（水文学・水工学） 0.5

38 丸山　真純 ﾏﾙﾔﾏ ﾏｻｽﾞﾐ
長崎大学大学院・経済学研究
科・准教授

博士（コ
ミュニケー
ション）

社会学・異文化
コミュニケー
ション

研究指導（社会学，異文化コ
ミュニケーション）

電気化学・物理
化学

研究指導（電気化学，物理化
学） 0.5

37 中川　啓 ﾅｶｶﾞﾜ ｹｲ
長崎大学大学院・水産・環境科
学総合研究科・教授

博士（工
学）

水文学・水工学

36 田原　弘宣 ﾀﾊﾗ ﾋﾛﾉﾌﾞ
長崎大学大学院・工学研究科・
助教

博士（工
学）

0.5

35 上田　太郎 ｳｴﾀﾞ ﾀﾛｳ
長崎大学大学院・工学研究科・
助教

博士（工
学）

ガスセンサ・機
能性セラミック
ス

研究指導（ガスセンサ，機能
性セラミックス） 0.5

研究指導（合成化学） 2

34 中野　正基 ﾅｶﾉ ﾏｻｷ
長崎大学大学院・工学研究科・
教授

博士（工
学）

電気電子材料工
学・磁性材料・
磁器デバイス

研究指導（磁性材料，磁器デ
バイス）

電気化学・界面
科学・動的ソフ
トマター

研究指導（電気化学，界面科
学，動的ソフトマター） 0.5

33 木村　正成 ｷﾑﾗ  ﾏｻﾅﾘ
長崎大学大学院・工学研究科・
教授

博士（工
学）

有機化学・合成
化学

32 相樂　隆正 ｻｶﾞﾗ ﾀｶﾏｻ
長崎大学大学院・工学研究科・
教授

博士（工
学）

1

31 河村　有教 ｶﾜﾑﾗ ｱﾘﾉﾘ
長崎大学大学院・多文化社会学
研究科・准教授

博士（法
学）

新領域法学・刑
事法学

研究指導（新領域法学，刑事
法学） 1

卓越大学院運営委員，卓越合
同学務委員，研究指導（ウイ
ルス学）

2

30 山梨　啓友 ﾔﾏﾅｼ ﾋﾛﾄﾓ
長崎大学大学院・医歯薬学総合
研究科・准教授

博士（医
学）

総合診療学・臨
床感染症学・
Frailty,
sarcopenia,
multimorbidity

研究指導（総合診療学，臨床
感染症学）

リウマチ・膠原
病内科学

グローバルヘルスプログラム
運営委員，研究指導（リウマ
チ・膠原病内科学）

0.5

29 西田　教行 ﾆｼﾀﾞ ﾉﾘﾕｷ
長崎大学大学院・医歯薬学総合
研究科・教授

博士（医
学）

ウイルス学

28 川上　純 ｶﾜｶﾐ ｱﾂｼ
長崎大学大学院・医歯薬学総合
研究科・教授

医学博士

0.5

27 泉川　公一 ｲｽﾞﾐｶﾜ ｺｳｲﾁ
長崎大学大学院・医歯薬学総合
研究科・教授

博士（医
学）

感染制御学・真
菌学

研究指導（感染制御学，真菌
学 1

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

26 Lina Madaniyazi ﾘﾅ ﾏﾀﾞﾆﾔｽﾞ
長崎大学・熱帯医学・グローバ
ル研究科・准教授

PhD 環境疫学 研究指導（環境疫学）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

0.5

長崎大学・熱帯医学研究所・教
授

医学博士

1

22 森田　公一

研究指導（小児科学，疫学，
小児感染症学） 1

25 加藤　健太郎 ｶﾄｳ ｹﾝﾀﾛｳ
長崎大学･熱帯医学研究所・准教
授

博士（薬
学）

生化学・寄生虫
学

研究指導（生化学，寄生虫
学）

感染症学 研究指導（感染症学） 1.5

24 樋泉　道子 ﾄｲｽﾞﾐ ﾐﾁｺ
長崎大学・熱帯医学研究所・准
教授

博士（医
学）

小児科学・疫
学・小児感染症
学

23 吉田　レイミント ﾖｼﾀﾞ ﾚｲﾐﾝﾄ

ﾓﾘﾀ ｺｳｲﾁ
長崎大学・感染症研究出島特
区・特区長

医学博士 ウイルス学
講義（病原微生物学Ⅰ），研
究指導（ウイルス学） 1

卓越大学院運営委員，卓越合
同学務委員，講義（疫学，統
計学），研究指導（疫学）

2

21 濱野　真二郎 ﾊﾏﾉ ｼﾝｼﾞﾛｳ
長崎大学・熱帯医学研究所・教
授

博士（医
学）

寄生虫学・免疫
学

講義（病原微生物学Ⅱ），研
究指導（寄生虫学・免疫学）

14 プログラム担当者一覧（続き）

20 橋爪　真弘 ﾊｼﾂﾞﾒ ﾏｻﾋﾛ
東京大学大学院医学系研究科
国際保健学専攻国際社会医学・
教授

博士（医
学）

疫学

（【1814】機関名：長崎大学　プログラム名称：　世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム）
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Health Policy
and
Systems,Sociol
ogy, Ssocial
anthropology

研究指導（Health Policy
and Systems,Sociology,
Ssocial anthropology）

0.566 Marco Liverani ﾏﾙｺ ﾘﾍﾞﾗｰﾆ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD

0.5

65 Matthew Chico ﾏｼｭｰ ﾁｺ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD
Clinical
epidemiology，
Public Health

研究指導（Clinical
epidemiology，Public
Health）

0.5

研究指導（Epidemiology,
Biostatistics &
Bioinformatics）

0.5

64 Julius Hafalla ﾌﾘｱｽ ﾊﾌｧﾗ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD
Immunology,
Parasitology,
Vaccinology

研究指導（Immunology,
Parasitology,
Vaccinology）

Epidemiology 研究指導（Epidemiology） 0.5

63 Stefane Hué ｽﾃﾌｧﾝ ﾌｴ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD

Epidemiology,
Biostatistics
&
Bioinformatics

62
Kathleen M O’
Reilly

ｷｬｽﾘﾝ ｵｰﾗｲﾘｰ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・准教授

PhD

0.5

61 Heidi Larson ﾊｲﾃﾞｨ ﾛｰｿﾝ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD

Anthropology,
Risk and
Decision
Science

研究指導（Anthropology,
Risk and Decision
Science）

0.5

研究指導（Global
Paediatric and Adolescent
Infectious Diseases）

0.5

60 Sanjey Kinra ｻﾝｼﾞｪｲ ｷﾝﾗ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD
Clinical
epidemiology

研究指導（Clinical
epidemiology）

Biostatistics,
Epidemiology

研究指導（Biostatistics,
Epidemiology） 0.5

59 Amaya Bustinduy
ｱﾏﾔ ﾊﾞｽﾃｨﾝ
ﾄﾞｩｲ

ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD

Global
Paediatric and
Adolescent
Infectious
Diseases

58
Antonio
Gasparrini

ｱﾝﾄﾆｵ ｶﾞｽﾊﾟ
ﾘｰﾆ

ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD

0.5

57 Mark Rowland ﾏｰｸ ﾛｰﾗﾝﾄﾞ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD

Medical
Entomology,
Malaria
Control

研究指導（Medical
Entomology, Malaria
Control）

0.5

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

56 Oona Campbell ｳｰﾅ ｷｬﾝﾌﾟﾍﾞﾙ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・疫学集団健康研究科・教授

PhD
Epidemiology,
Reproductive
Health

研究指導（Epidemiology,
Reproductive Health）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

ﾛﾋﾞﾝ ﾍﾞｲﾘｰ
ロンドン大学衛生熱帯大学院・
熱帯感染症研究科教授・臨床熱
帯医学修士専攻長

PhD

Tropical
Medicine,
Infectious
Diseases

52

0.5

55 Anna Vassall ｱﾅ ﾊﾞｯｾﾙ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・公衆衛生・政策研究科・教
授

PhD
Health
Economics

研究指導（Health
Economics） 0.5

研究指導（Tropical
Medicine, Infectious
Diseases）

0.5

54 Simon Croft ｻｲﾓﾝ ｸﾗﾌﾄ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD

Cell
biology,Parasi
tology,Pharmac
ology

研究指導（Cell
biology,Parasitology,Pharm
acology）

Tropical
Infectious
Diseases

研究指導（Tropical
Infectious Diseases） 0.5

53 Robin Bailey

David Mabey
ﾃﾞｰﾋﾞｯﾄﾞ ﾒｲ
ﾋﾞｰ

ロンドン大学衛生熱帯大学院・
熱帯感染症研究科・教授

PhD

0.5

51
Umberto
D'Alessandro

ｳﾝﾍﾞﾙﾄ ﾃﾞｱﾚｸ
ｻﾝﾄﾞﾛ

ロンドン大学衛生熱帯大学院・
熱帯感染症研究科・教授・MRCガ
ンビア研究拠点長

PhD
Malariology,
Epidemiology

研究指導（Malariology,
Epidemiology） 0.5

研究指導（Immunology,
Malariology） 0.5

50
Martin L.
HIBBERD

ﾏｰﾁﾝ ｴﾙ ﾋﾊﾞｰ
ﾄ

ロンドン大学衛生熱帯大学院・
熱帯感染症研究科・教授

PhD

Emerging
Infectious
Diseases,
Genome
Research

研究指導（Emerging
Infectious Diseases,
Genome Research）

Clinical Trial 研究指導（Clinical Trial） 0.5

49
Christopher John
Drakeley

ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ｼﾞｮﾝ
ﾄﾞﾗｯｸﾚｲ

ロンドン大学衛生熱帯大学院・
熱帯感染症研究科・教授

PhD
Immunology,
Malariology

48 Ian Roberts ｲｱﾝ ﾛﾊﾞｰﾂ
ロンドン大学衛生熱帯大学院・
疫学集団健康研究科・教授・臨
床治験センター長

PhD

0.5

47 Kim Mullholand ｷﾑ ﾑﾙﾎﾗﾝﾄﾞ
ロンドン大学衛生熱帯大学院・
疫学集団健康研究科・教授

PhD
Vaccinology,
Tropical Child
Health

卓越合同学務委員，研究指導
（Vaccinology, Tropical
Child Health）

0.5

14 プログラム担当者一覧（続き）

46 John Morrison Kelly
ｼﾞｮﾝ ﾓﾘｿﾝ ｹ
ﾘｰ

ロンドン大学衛生熱帯大学院・
熱帯感染症研究科・教授

PhD

Parasitology,
Molecular
Biology, drug
development

研究指導（Parasitology,
Molecular Biology, drug
development）

（【1814】機関名：長崎大学　プログラム名称：　世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム）
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0.5

91 白川　誠司 ｼﾗｶﾜ ｾｲｼﾞ
長崎大学大学院・水産・環境科
学総合研究科・准教授

グリーンケ
ミストリー

博士（理学）
研究指導(環境化学，有機合
成化学) 0.5

ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

研究指導(錯体化学，無機合
成化学，光化学) 0.5

90 本九町　卓 ﾓﾄｸﾁｮｳ ｽｸﾞﾙ
長崎大学大学院・工学研究科・
助教

博士（工
学）

新規材料創生、
有機合成、グ
リーンケミスト
リー

研究指導(新規材料創生、有
機合成、グリーンケミスト
リー）

生化学，構造生
物学

研究指導(生化学，構造生物
学) 0.5

89 馬越　啓介 ｳﾏｺｼ ｹｲｽｹ
長崎大学大学院・工学研究科・
教授

博士（理
学）

錯体化学

88 海野　英昭 ｳﾝﾉ ﾋﾃﾞｱｷ
長崎大学大学院・工学研究科・
准教授

博士（理
学）

0.5

85 Kaja Abbas ｶｼﾞｬ ｱﾊﾞｽ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD 感染症疫学
研究指導（感染症疫学，感染
症のモデリングとダイナミク
ス，疫学統計学）

1

1

87 Oliver Cumming ｵﾘﾊﾞｰ ｶﾐﾝｸﾞ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD
水，衛生，衛生
関連疾患の疫学

研究指導（水，衛生，衛生関
連疾患の疫学） 0.5

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

86 Shunmay Yeung ｼｭﾝﾒｲ ﾕﾝ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD 小児感染症学 研究指導（小児感染症学）

氏名

研究指導（感染症内科学） 1

84 Veronique Filippi
ｳﾞｪｸﾛﾆ ﾌｨﾘｯ
ﾋﾟ

ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD 疫学・人口統計

研究指導（母体の健康，混合
方法，評価，リプロダクティ
ブ・ヘルス，人口統計，疫
学）

ウイルス学 研究指導（ウイルス学） 1

83
Dhoubhadel Bhim
Gopal

ﾄﾞﾊﾞﾃﾞﾙ ﾋﾞﾑ
ｸﾞｯﾊﾟﾙ

長崎大学・熱帯医学研究所・准
教授

PhD 感染症内科学

82 久保　嘉直 ｸﾎﾞ ﾖｼﾅｵ
長崎大学・熱帯医学研究所・准
教授

博士（医
学）

1

81 緒方　利恵 ｵｶﾞﾀ　ﾘｴ
長崎大学大学院・熱帯医学・グ
ローバルヘルス研究科・戦略職
員

Master of
Arts（文学
修士）

文学
海外拠点形成コーディネー
ト，卓越プログラム学生の教
育研究支援全般

5

講義（社会実装モジュー
ル），研究指導（社会実装） 1

80 鈴木　基 ｽｽﾞｷ ﾓﾄｲ
国立感染症研究所・感染症疫学
センター・センター長

博士（医
学）

感染症疫学・熱
帯医学

研究指導（感染症疫学，熱帯
医学）

臨床感染症疫学 研究指導（臨床感染症疫学） 1

79 内橋　欣也 ｳﾁﾊｼ ｷﾝﾔ
シスメックス株式会社・執行役
員・第一エンジニアリング本
部・細胞技術グループ部長

工学博士
診断機器・診断
薬商品開発

78 大曲　貴夫 ｵｵﾏｶﾞﾘ ﾉﾘｵ
国立国際医療研究センター病
院・国際感染症センター・副院
長

医学博士

0.5

77 溝上　哲也 ﾐｿﾞｳｴ ﾃﾂﾔ
国立国際医療研究センター・臨
床研究センター・疫学・予防研
究部・部長

博士（医
学）

疫学 研究指導（疫学） 0.5

研究指導（節足動物学） 0.5

76 狩野　繁之 ｶﾉｳ ｼｹﾞﾕｷ
国立国際医療研究センター（研
究所・熱帯医学・マラリア研究
部）・部長

医学博士
熱帯医学・マラ
リア学

研究指導（熱帯医学・マラリ
ア学）

寄生虫学・分子
寄生虫学

研究指導（寄生虫学，分子寄
生虫学） 1

75 福本　晋也 ﾌｸﾓﾄ ｼﾝﾔ
帯広畜産大学・原虫病研究セン
ター・准教授

博士（獣医
学）

節足動物学

74 河津　信一郎 ｶﾜﾂﾞ ｼﾝｲﾁﾛｳ
帯広畜産大学・原虫病研究セン
ター・教授

博士（獣医
学）

1

73 高田　礼人 ﾀｶﾀﾞ ｱﾔﾄ
北海道大学・人獣共通感染症リ
サーチセンター・教授

博士（獣医
学）

ウイルス学 研究指導（ウイルス学） 0.5

講義（Tropical MedicineⅠ&
II ，Medical Microbiology
Ⅲ）

0.5

72 Tansy Edwards
ﾀﾝｼﾞｰ ｴﾄﾞﾜｰ
ｽﾞ

ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・准教授

PhD 疫学 研究指導（疫学統計学）

環境疫学
講義（Environmental
epidemiology） 1

71
Christopher
Parry

ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ﾊﾟﾘｰ
リバプール大学感染症・グロー
バルヘルス研究所・教授

PhD 熱帯医学

70 Ai Milojevic ｱｲ ﾐﾛｼｪﾋﾞｯﾁ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・准教授

PhD

0.5

69 町山　和代 ﾏﾁﾔﾏ ｶｽﾞﾖ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・助教

PhD 人口統計学

ジョイントディグリー専攻プ
ログラム運営に係るコーディ
ネート業務、講義
（Epidemiology, Tropical
Medicine, Biotechnology）

2

14 プログラム担当者一覧（続き）

研究指導（Epidemiology） 0.5

68 Marc Baguelin ﾏｰｸ ﾊﾞｸﾞﾘﾝ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD
Mathematical
Modelling,Epid
emiology

研究指導（Mathematical
Modelling,Epidemiology）

67
Pauline
Patterson

ﾊﾟｵﾘﾝ ﾊﾟﾀｰｿﾝ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD Epidemiology

（【1814】機関名：長崎大学　プログラム名称：　世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム）
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14 プログラム担当者一覧（続き）

0.5

卓越合同学務委員，研究指導
（腫瘍生物学、分子生物学、
構造生物学、創薬化学、寄生
虫学）

2

110 遠藤　彰 ｴﾝﾄﾞｳ　ｱｷﾗ
シンガポール国立大学公衆衛生
大学院・助教

博士（理
学）

感染症疫学 研究指導（感染症疫学）

分子生物学、免
疫学、医化学

研究指導（分子生物学、免疫
学、医化学） 0.5

109 稲岡　健ﾀﾞﾆｴﾙ
ｲﾅｵｶ　ｹﾝﾀﾞﾆｴ
ﾙ

長崎大学・熱帯医学研究所・教
授

博士（薬
学）

腫瘍生物学、分
子生物学、構造
生物学、創薬化
学、寄生虫学

108 石合　正道 ｲｼｱｲ　ﾏｻﾐﾁ
長崎大学大学院・医歯薬学総合
研究科・教授

博士(理学)

0.5

107 中山　智喜 ﾅｶﾔﾏ ﾄﾓｷ
長崎大学大学院・水産・環境科
学総合研究科・准教授

博士（理
学）

環境動態解析、
大気水圏科学

研究指導（環境動態解析、大
気水圏科学） 0.5

研究指導（社会基盤、地盤工
学） 0.5

106 板山　朋聡 ｲﾀﾔﾏ　ﾄﾓｱｷ
長崎大学大学院・工学研究科・
教授

工学博士
環境動態解析、
大気水圏科学

研究指導（環境動態解析、大
気水圏科学）

ナノテク、有機
化学、錯体化学

研究指導（ナノテク、有機化
学、錯体化学） 0.5

105 大嶺　聖 ｵｵﾐﾈ　ｷﾖｼ
長崎大学大学院・工学研究科・
教授

博士(工学)
社会基盤、地盤
工学

104 尾本　賢一郎 ｵﾓﾄ　ｹﾝｲﾁﾛｳ
長崎大学大学院・工学研究科・
助教

博士(理学)

0.5

103 三輪　加奈 ﾐﾜ　ｶﾅ
長崎大学大学院・経済学研究
科・教授

博士（経済
学）

経済政策、開発
経済学

研究指導（経済政策、開発経
済学） 0.5

研究指導（ライフサイエン
ス、血液・腫瘍内科学） 0.5

102 内藤　真理子 ﾅｲﾄｳ　ﾏﾘｺ
長崎大学大学院・医歯薬学総合
研究科・教授

博士(歯学)
ライフサイエン
ス、常態系口腔
科学

研究指導（ライフサイエン
ス、常態系口腔科学）

Non-
communicable
Disease
Epidemiology

研究指導（ Non-
communicable Disease
Epidemiology）

0.5

101 宮崎　泰司 ﾐﾔｻﾞｷ　ﾔｽｼ
長崎大学大学院・医歯薬学総合
研究科・教授

医学博士
ライフサイエン
ス、血液・腫瘍
内科学

100 Bernard Rachet
ﾊﾞｰﾅｰﾄﾞ　ﾗ
ｼｪｯﾄ

ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD

0.5

99 Sebastian Funk
ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ　ﾌｧﾝ
ｸ

ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD
statistical
methods

研究指導（statistical
methods） 0.5

研究指導（疫学統計学） 0.5

98 Stefan Flasche ｽﾃﾌｧﾝ　ﾌﾗｯｼｭ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD
Communicable
disease
epidemiology

研究指導（Communicable
disease epidemiology）

公衆衛生、妊産
婦保健プログラ
ム

研究指導（リプロダクティ
ブ・ヘルス(妊娠中の女性の
健康)）

0.5

97 Poppy Mallinson ﾎﾟﾋﾟｰ ﾏﾘｿﾝ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD
拡張及び非感染
性疾患の疫学

96
Loveday Penn-
kekana

ﾗﾌﾞﾃﾞｲ ﾍﾟﾝ ｹ
ｶﾅ

ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・准教授

PhD

0.5

95 Louise Tina Day ﾙｲｰｽﾞﾃｨﾅ ﾃﾞｲ
ロンドン大学衛生･熱帯医学大学
院・熱帯感染症研究科・教授

PhD
感染症疫学、人
口保健

研究指導（リプロダクティ
ブ・ヘルス、熱帯看護学） 0.5

研究指導(ITガバナンス、信
用リスク、マーケティング・
サイエンス)

0.5

94 渡辺　知保 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾁﾎ
長崎大学・熱帯医学・グローバ
ルヘルス研究科・教授

衛生学，環
境影響評
価・環境政
策

保健学（博士）
研究指導(衛生学，環境影響
評価・環境政策)

商学（博士）
研究指導(原価計算，管理会
計) 0.5

93 宮本　道子 ﾐﾔﾓﾄ ﾐﾁｺ
長崎大学・情報データ科学部・
教授

ITガバナン
ス、信用リ
スク、マー
ケティン
グ・サイエ
ンス

経営学（博士）

92 木村　眞実 ｷﾑﾗ ﾏﾐ
長崎大学大学院・経済学研究
科・教授

原価計算，
管理会計

（【1814】機関名：長崎大学　プログラム名称：　世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム）
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【公表】 

成果の概要【２ページ以内】 

成果の概要として，①特筆すべき成果のあった事項，②計画通り進んでいる事項，③改善が必要な事

項，④プログラムとしての今後の見通しを簡潔に記載してください。 

①  特筆すべき成果のあった事項 

・本プログラムがもたらした最大の成果は，グローバルヘルス領域で世界最高峰の英国ロンドン大学

衛生・熱帯医学大学院（以下「LSHTM」という。）との戦略的パートナーシップをもとに，長崎大学大

学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科（以下「TMGH 研究科」という。）を中核母体として推進して

きた先進的な学位プログラム「国際連携グローバルヘルス専攻（以下「Joint PhD」という。）」が完成

したことである。両大学の合同学務委員会によって同プログラムが安定して運営され，定期的な国際

シンポジウム等の活動により,Joint PhD への国内外の注目度が飛躍的に向上したことで，LSHTM，オ

ックスフォード大学，ジョンズ・ホプキンス大学等,世界トップレベルの大学の修士課程修了者を含

む世界各国から例年 7倍程度の応募があり，真に卓越した学生の確保に繋がった。 

・本プログラムを通じて「グローバルヘルス」をキーワードとした全学的・全国的・国際的な連携が

進化し，本学に卓越した世界的「グローバルヘルス」教育研究拠点が構築された。学内の運営母体で

ある「グローバルヘルスプログラム運営委員会」は，令和２年度より学内全７研究科の研究科長が参

画し，本プログラムは全学に波及している。さらに，本学の医療科学系以外の教員をグローバルヘル

ス分野の教育研究に繋げる新たな取組みとして「グローバルヘルス研究支援グラント」を 2020 年度

に創設し，多文化社会学研究科，経済学研究科，工学研究科，情報データ科学部など多様な学部・研

究科の教員が参加した萌芽的研究を含む申請を毎年十数件採択し，全学への波及効果を高めた。 

 

②  計画通り進んでいる事項 

・博士前期課程にあたるプログラム２年目までの教育内容は，卓越大学院レベルに則したアドバンス

ト科目を設けることや，本学教員に加え，TMGH 研究科に常駐する LSHTM 教授のほか，専門的知見を有

した多数の招聘講師(LSHTM とのクロスアポイント教員，国内の国際レベルの連携教員，グローバルヘ

ルスで卓越した海外の大学教員(オックスフォード，アントワープ，リバプール，ワシントン等)，国

境なき医師団等の NPO 法人，WHO 等国際機関など)が加わって，本プログラムに相応しい卓越したカリ

キュラムとなった。さらにアジアの疾病に焦点を絞り，TMGH 研究科と LSHTM が共同開発した熱帯医学

専門医養成コース「熱帯医学・衛生ディプロマ」は米国熱帯医学・衛生学会から公認され，本学の履

修証明プログラムとして社会人に提供されており，毎年，定員（42 名）を超える多数の応募がある。

このコースに続き，シンガポール大学とのクロスアポイント教員による感染症疫学コースや LSHTM と

共同実施するワクチン学コースなど，アドバンスト科目相当のショートコースを立ち上げる準備を進

めており，今後もグローバルヘルス分野における本学学生・教員全体のさらなるレベルアップのみな

らず，社会貢献に寄与することが期待される。 

・博士後期課程において，本プログラムが特に教育研究の質を保証する重要なプロセスとして重視し

てきた QE 審査が順調に実施されている。本プログラムでは，LSHTM と同等の QE 審査を実施するため

に，国際的に卓越した専門家を外部審査員として積極的に招聘し，学生の研究計画書に関して，毎回

約 3 時間をかけて建設的な議論を行っている。また，Non Joint PhD の学生についても同様の QE 審査

を実施している。Non Joint PhD の学生については，互いに切磋琢磨し研究の質を高めるため競争的

原理を導入した QE を毎年実施していたが，安定的な経済支援を望む声や過度な負担があったことに

ついて中間評価で指摘されたことから，令和 4年度より 4年目から 5年目の進級時にプログラム正規

生は QE 審査を免除し，候補生のみの審査に変更した。 
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③ 改善が必要な事項 

・学長のリードによって運営費交付金より持続的な重点配分があったが，国際レベルの教員の雇用や

学生の教育研究支援経費及び研究指導チームへの研究指導経費を，補助期間終了後も，より安定かつ

継続的に準備する取組みが必要である。平成 27 年に創設したグローバルヘルス基金（現在は大学全

体の基金である「西遊基金」として運用）等を本プログラム継続の資金源とする予定であり，これま

で 5000 万円を超える寄付があるが，まだ十分ではない。今後は社員の PhD 取得を希望するグローバ

ル企業やシンクタンク企業に対し企業向け入試枠を設ける等，企業との連携の拡大，ジャーナリスト

とのコラボレーション，社会にとって有益なシンポジウムの開催等，社会への情報発信・社会貢献を

続け，本プログラムの認知度を上げることで寄付金の増額を図りたい。 

・年に数名ずつ修了者がでているが，修了生ネットワークの構築に向けた整備が十分でない。全学的

なネットワークを活用した本学からの継続的な情報発信の他，修了生と在学生の交流の場を設け，国

際的かつ多様な分野で活躍する様々なロールモデルを在学生に提示すると同時に，修了生の帰属意識

を高めることのできる仕組みの構築により，修了後も本プログラムとの関係維持を図り，戦略的な資

金調達に繋げたい。 

 

④ プログラムとしての今後の見通し 

・Joint PhD の学生が参画する国際連携共同プロジェクトの中には，連携大学をはじめ，国内外の民

間企業や国際機関が多く参画しており，グローバルヘルス関連企業・組織における本プログラムへの

注目度は高い。今後も，入学選抜で厳選され，評価の高い卓越したグローバルヘルス教育を受け本プ

ログラムの課程を修了した学生に対する社会的ニーズは高いと考える。 

・本プログラムの卓越性を全学へ波及させるべく，本学はグローバルヘルスを基軸としたプラネタリ

ーヘルスの推進を掲げ，地球規模の課題に学問領域を超えて全学的に取り組むプラネタリーヘルス学

環を 2022 年 10 月に開設した。第一のプログラムである DrPH プログラムでは，本プログラムをモデ

ルとした教育研究活動，QE の実施・審査体制などが整備され，進められている。DrPH プログラムを

基盤として，今後はグローバルリスク，グローバルエコロジーを融合させた研究，教育活動による全

学的アクションプランの推進のため，本プログラムも一層の機能強化に向けた取組みを進める。 

・LSHTM との戦略的パートナーシップについては，2021 年に LSHTM による中間評価が実施され，本学

学長・プログラム責任者・コーディネーター・学生がヒアリングを受けた。本パートナーシップと本

プログラムへの評価は高く，今後も継続的なパートナーシップを維持し，Joint PhD を中心にグロー

バルヘルス領域での人材育成に向けた更なる発展及びプログラム継続を目的として，LSHTM との合同

運営委員会を拡大した NU-LSHTM 将来構想委員会（学長直下のアドバイザリーボードとしての組織）

において今後の体制や資金獲得などの検討を進める。 

・これまで述べてきたとおり，本プログラムが契機となり，本学と LSHTM との戦略的パートナーシッ

プが発展・確立したことで，世界トップレベルの研究者との複数の共同研究がはじまり，そこへ真に

卓越した学生が集まってきた。例えば，感染症疫学チームのように両大学による卓越した共同研究グ

ループが形成されると新たな研究プロジェクトの開始につながり，そこへ集まる卓越した学生は自ら

奨学金を獲得できるといった好循環が生まれている。このように真に卓越した研究チームは，自立し

て研究を進める事が可能である。よって，合同学務委員会が，これまでどおり安定して機能し，LSHTM

との Joint PhD プログラムが維持され，本プログラムの卓越性が担保される限り，今後の見通しは明

るいと考えている。ただし教育には人材も含め研究と異なった資源が必要であり，一層の強化を図っ

て行く。 
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